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ロアルド・ダールの故郷を訪ねて
A Journey to Roald Dahl's Home Town
     田　淵　博　文
　私にとってイギリス滞在の目的は、ロアルド・ダールの博物館 (The Roald Dahl Museum 




8日、9月9日と3日間に亘って、ダールの故郷である Great Missenden を再訪した。
　British Rail (BR) で、ロンドンの Marylebone 駅から、Chiltern 鉄道に乗り、Great 
Missenden 下車、約4₀分間の距離である。日帰り往復切符で、1₀．2ポンド、1ポンドを13₀
円と換算して、約13₀₀円ぐらいである。₉月4日の第1回目の訪問の際には、ダールの墓、 




Sophie が最近ジャズ・ミュージシャンの Jamie Cullen と結婚し、Great Missenden 駅近く
の高台に住んでいることなどを教えてもらった。
　また₉月₈日に、3回にわたり（12：3₀、13：3₀、14：3₀から）約3₀分間、保存資料の説
明がなされること、さらに₉月₉日（日）が Roald Dahl Day で、ダールの家族が暮らして
















とはできた。1時間ほどして中庭に出てみると、若い職員たちが、明日の Roald Dahl Day
の準備に追われていた。飾り付けや色を塗ったりしながら淡々と仕事をこなしていた。
　₉月₉日（日）はいつもより早目に起きて宿を出た。思ったとおり、地下鉄が動いていな
くて、BR の Marylebone 駅まで歩く羽目になった。速足で地下鉄の Baker Street 駅から
約7分間ぐらいの距離であった。運よく、定刻に Chiltern 鉄道に乗れたので、Great 
Missenden 駅には、朝の₉時過ぎに到着した。午前11時から Gipsy House を見学できる予
定であったが、それまでに時間があったので、地図を頼りにその界隈を散策した。
Whitefield Lane と書かれたところを右に回り1₀分間ほどまっすぐ進んで行くと、全く偶
然に Gipsy House と書かれた木の表札に出くわした。私が思っていたように庭はきれいに
刈り込まれ、さまざまな可憐な花が咲きとても美しかった。垣根越しに広大な敷地や果樹
園が垣間見えた。朝早くから赤い T シャツを着たたくさんのボランティアの人たちがこ





静かで平和なこの田舎の地 Great Missenden を終生こよなく愛した。登っていくと道が2
つに分かれているところに出た。そこの景色がダールの死後出版された随筆集 My Year で
紹介され、かつてジプシーたちが通った道であると書かれていた景色にそっくりであった。
眼前の景色は、さし絵画家の Quentin Blake が描いている絵と全く同じ光景であった。そ
こから急に一方の散歩道が細くなり、多くの木々が繁茂していてうす暗く、日光がさえぎ
られ少し翳っている感じがした。そこに立って感じた私の心境は、The Minpins の中に登






　ダールの死後、1₉₉1年に出版された The Minpins という本は、ダールの強い希望でさし
絵が Patrick Benson によって描かれている。軽快な淡いタッチのさし絵を得意とする
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　散歩を終えて平地に下って降り、交差点がある Whitefield Lane と書かれたところに戻
り、写真を撮っていると、にこにこと微笑みながら私に近寄ってきた2₀代ぐらいの青年が
いた。私が「ダールが大好きで日本からこの日のためにここに来た」と言うと、彼が喜び
ながら笑顔で「また後で Gipsy House で会いましょう」といって別れた。後からこの人物













　Gipsy House に入ると、例の青年 Ned が笑顔で出迎えてくれ、庭の中を案内してくれた。
ダールが暮らしていた母屋、ダールが作品の構想を練っていた、入り口が黄色の扉の書斎
小屋、Danny the Champion of the World の中に出てきた、ピンクと水色とで美しく塗られ
た箱馬車、Esio Trot の中で亀が登場するが、温室の中で65年間も長生きしている亀、映画







　亀が仲立ちとなって控えめな老人 Hoppy さんが、アパートの階下に住む未亡人の Silver
























せ参じ、テントの中でチャリティ ・ーバザーを行っていた。 CD や父親の著書2冊（Charlie 









Ned から贈呈された本2冊にサインを頼むと快く書いてくださった。最後には Ned にもサ
インをしてもらった。ダールの2番目の妻である Liccy とは、Theo も Ned も直接血はつ
ながっていないが、ダールの死後でも彼らは仲良く助け合っているのだろうと感じた。












収めた。 Ned にお礼を言って再会を誓いその場を離れた。願わくば、ダールの妻の Liccy 
に、夫であるダールの思い出話などを聞いてみたかった。イギリス人の私生活までは、相
当親しくならないとなかなか聞けないものである。今回の出会いを最初のステップとして、
これからも地道にダールの家族たちと長い付き合いをしていきたいものである。
